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■ 帰り新参

ただいま帰りました

橋本道夫

6年来大阪を離れて，再びもどってまいりまし

た。厚生省の動務は，大阪府から内地留学にやら

されたような気持がします。辞職の辞令をもらっ

て省内をあいさつまわりしたときも，大阪にかえ

りますというあいさつをしたところ， 汀盈るとは

一体どういうことか？、という質問に合いました

大阪は私が生まれ育った所です。公衆衛生の手

ほどきも大阪の人々に教えられたわけです。私は

‘大阪はホームグランドですからね、…といって

笑って答えたようなわけです。

さて大阪に帰ってみての第一印象は氾路があま

りにもせまく，自動車は交通まひの寸前にあり，

以前は大工業地閤だと感じていた旧エ楊地閤も実

に老朽化したという感じでした。淀川の水も棠島

川の水も一段ときたなくなっていました。しかし

淀川大橋で魚つりをしている人々が未だ見られる

ことはまだ汚染も救い得る段階にかろうじてとど

まっているのではないかという思いがします。

昭和32年東京に赴任したときは，東京と大阪の

街をしらべて，緑が少ないということの外には大

差は感じなかったのですが， r:..こ1~2年東京の

都市改造にぐんと引き離された感じです。

しかしあいさつまわりに公衆衛生研究所，成人

病センター，保健所などを歩いてみると，地方且

治体としての調査，研究，診断のための保健施設

は日本一のレベルだとしみじみと感じます。

これだけの科学技術のエキスパートの哀づけを

得られる可能性のあるところで働いている公衆衛

生関係者はある意味においては実に，恵まれてい

るといえるでしよう。私は大阪を出て東京にゆく

ときは大阪の公衆術生のもつムードとしての良さ

は感じていましたが，実体的な力強さには疑念を

いだいていました。しかし保健所課で全国の保健

所の状況をつぶさに分折して見たとき，大阪の保

健所のもつ数々の利点に今さらのように照かされ

た次第です。オ出はオ入を数倍も上廻り，才入才

出の相関表をつくると大阪は全国でも特異な存在

です。保健所にはどとの都道府県にもみられない

位のフレキシプルなわくがあるのみです。これが

のびるものはのびるが，のびないものはそのまま

というような（少し言いすぎか？）現状を生んで

いるのではないでしようか。医師会，大学等との

関係も全国の中でももっともスムーズな所でしよ

う。大阪府全体の面栢は北悔辺の平均の一保健所

の地域をやや下まわる程度です。前述のように公

衆衛生研究所に労働衛生，精神術生の部門をよう

していることも他に類をみません。ただそれがい

かに認識されいかされているかということは今後

の大きな問題でしよう。大阪の公衆衛生活勁は毎

年の大会などで全国にも類をみない進め方をして

いることはて『実です。しかしもし短的にいわして

いただくなら科学技術，行政，地方組織活動のすべ

てがまざりあって大きなかたまりとなってはいる

が実質的には相互に稀しやくする結果となって深

い地についた力強さがかけているというきらいは

ないでしようか。これはあまりにも容易にあつま

れるということによるのかもしれません。又市町

村衛生行政ということが大阪の公衆衛生のうごぎ

の巾に，その根底としてしっくり位匠づけられて

いないことによるのかもしれません。大阪はたし

かに実践という面では他をはるかにひきはなすも

のがかなりあると思います。ことに実利という面

をみてのふみ出しは全国のトップでしょう。て．れ

によって新しいいろいろの公衆衛生のすすめ方が

めばえたことは事実です。しかし持続的な理論を

つめた発展においては残念ながら弱みがあるよう

に感じられます。大阪の反骨性と自主性の良さ

も，時には排他的な面があらわれないとはかぎり

ません。

-9-



これが大阪の今後の公衆衛生にとって大きな課

題となるでしょう。同類だけよって気勢をあげる

だけでなし，どしどし他の立物の人々ともまざっ

て各々の立場をみとめながらすすめてゆく努力を

今後いたしたいと顧っています。大都市，工業地

需の公衆衛生は新たな発展段階にきています。

これこそ大阪の公衆術生の課題です。厚生省が具

体的な方針をすぐ示失るわけではありません。

私たち自らが大阪の公衆衛生をどうもってゆく

かということを打出す新たな努力をしなければな

らないでしょう。ただいま帰りましたのあいさつ

にはやや不逝当かもしれませんが，新任の感のう

せぬ中に私たちの仲間の人々に一人の声をなげか

けさせていただいたわけです。

（大阪府衛生部環境衛生課長）

帰り新参.
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